
P1

静岡県の
新型コロナウイルス感染症者

発生・入院等の状況
（2022年7月11日時点）

静岡県健康福祉部　新型コロナ対策 企画課 & 推進課
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　第５波最多値（その日付）
入院　      463人（9月2日）
宿泊　      421人（8月12日）
自宅　    4824人（8月27日）
全療養者5498人（8月27日）

8月27日最高
病床占有率73.1％

2月16日
最高64.8％

　第６波 最多値(その日付)
入院　       621人（2月25日）
宿泊　       411人（1月21日）
自宅　    13612人（2月10日）
全療養者14376人（2月10日）
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静岡県の直近１か月の新型コロナ新規感染者数の状況
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（公表日ベース）《７月11日時点》



静岡県の新型コロナ新規感染者数と簡易実効再生産数（1/10～7/11）

（人）（人）

国立感染症研究所の報告に基づき、簡易実効再生産数を直近7日間の新規感染者数/
（世代時間）日前7日間の新規感染者数とし、世代時間をオミクロン株で2日間として計算した
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実効再生産数は、1月30日以降0.91～1.07の間を
推移していたが、3月に入り0.9台が多くなり、3月
22日から0.8台となった。3月27日から再び１を超え
たが、4月8日以降１未満に落ち着き、5月7日から
再度1を超えたが、5月16日以降1未満に下降し、
た。6月23日以降1を超え、直近7月7日は1.22。



静岡県の第６波以降　これまでの全体像（1/1～7/11）

1～3月 オミクロンBA.1の波 4～6月 オミクロンBA.2の波 7月～BA.5の波

2月10日
最高

３３３.７

2月10日
最高

１２,１４７

3月25日
１４９.６

3月25日
５,４４６

5月6日
８３.１

5月6日
３,０２５ 6月22日

最低値
１,５２０

6月22日
最低値
４１.８

7月11日
１７８.２

7月11日
６,４８７

4月7日
１９４.６

4月7日
７,０８５

5月14日
１９５.０

5月14日
７,０９７

（人） （人/週/人口10万）



静岡県 発熱等受診相談センターの有症状者相談件数と感染者数(7/1～7/7)
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症状のある方からの相談件数は３月下旬以降横ばい、
４月後半からやや下降傾向だったが、５月に入り急上
昇したのち、大型連休後下降に転じ単調減少してき
たが、６月下旬より軽度の再増加が始まった。

R3年10月30日～
発熱等診療医療機
関を県webで公表



静岡県の第６波以降と今後の感染者発生予想（イメージ）

P8３連休 3/19-21 大型連休 4/29-5/1,3-5,7.8

（人） （人/週/人口10万）

３連休 7/16-18 お盆休み 8/11-16



静岡県 コロナ受入病院 入院患者重症度別推移(1/1～7/11)
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0

20.8%

553/2

P9

2月20日
Max 445人
Max 68.1%

6月27日
Min 24人
Min 3.9%



（参考）東京大学　仲田泰祐氏らによる「入院患者数・重症患者数見通しツール」

(https://covid19-icu-tool.herokuapp.com)を用いた本県の推定図（７月10日時点）　

新規陽性者数

0

200

2022年1月 3月 5月 7月

見通し
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2月 4月 6月 9月8月

• ツールは7月7日までの県の
データを参照している。

• 7月10日時点の実際の1週間
平均新規陽性者867人をシナ
リオ曲線が通るように調整し
ようとしたが、最小値で932人
だったのでその値に設定した。

（1日平均新規陽性者数）
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入院患者数
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7月13日
最多231人
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重症患者数6
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2022年1月 3月 5月 7月2月 4月 6月 9月8月

7月27日
最多2.6人



静岡県 評価レベル分類１⇒２引上げ基準(オミクロン暫定案)
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① １週間の新規感染者数が、２週以上連続で増加

② １週間の人口１０万人あたりの新規感染者数が、　　　　
１００人以上

③ 入院患者数が、１００人以上で増加傾向あり

④ 病床占有率が、２０％以上で上昇傾向あり

①かつ②～④のいずれかを満たす



静岡県 評価レベル分類１⇒２引上げ基準(オミクロン暫定案)
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①１週間の新規感染者数が、２週以上連続で増加‥２週連続

②１週間の人口１０万人あたりの新規感染者数が、　　　　　　　
１００人以上（ ）

③入院患者数が、１００人以上で増加傾向あり（ ）

④病床占有率が、２０％以上で上昇傾向あり（ ）

①かつ②～④のいずれかを満たす

※ 7月11日（月）時点では、

増加

（ ）



静岡県の直近の年齢別感染者数・割合（7/1～7）

全3,819人
（+1,737人)

（+-○○人, +-□%）
は前週との増減

政令市を含む全県 １０歳未満が前週より
１ﾎﾟｲﾝﾄ減少したが、
１９％で最多。

１０歳未満から４０歳
代が各年代２００人以
上増加。中でも１０歳
代が３００人以上増加
し最多。

６０歳代と７０歳以上
の増加は２ケタと少な
め。

２０歳代以下で全体
の約５０％、４０歳代
以下で約８０％、
６０歳以上は１２％。
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（+292人, -1%）

（+254人, +1%）

（+322人, +2%）

（+279人, -1%）
（+249人, +-0%）

（+161人, -1%）

（+82人, -1%）

（+98人, +-0%）



静岡県 年代別人口10万人あたり週感染者数（1/7～7/7
政令市を含む全県

全年代で増加しているが、
４０歳代以下の増加が急峻。

P16

（人/週/人口10万）
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10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

静岡県　飲食の場での感染割合の推移（3/10～7/6）

政令市と県所管地域

（折線は4週間移動平均）

２０歳以上で、大型
連休明け並に飲食
の場での感染割合
が増加。



全４９０件中、学校・保育施設が１６６件（３４％）で最多
次いで、僅差で高齢者施設が１６４件（３３％）で多く、次に病院・クリニックが６１件（１２％）

静岡県 感染者集団（クラスター）の種類と件数(1/8～7/10)

（件）

（11件） （1件）

（166件） （27件）

（164件） （34件）

（61件） （26件）

P18

政令市を含む全県



オミクロン株全体の中でＢＡ.２が占める割合は、２月下旬より増加し始めて、５月上旬に
９０％台となり、５月末より１００％となり、６月中旬よりBA.５が検出され直近で約半数。

オミクロン株BA.１とBA.２の割合の推移 （1/14～7/6） 

166, 221, 416, 179,334, 341,

政令市を含む全県

154, 167, 152,
検査
人数 71, 270, 187, 92,

P19
60, 81, 137, 139 139, 62, 40, 54, 54,



静岡県 コロナワクチン３回目接種状況 高齢者(1/10～7/4)

（回）

本県の高齢者の３回接種率は、
7月4日時点で９０.４％
直近７日間で1日約250回接種
され、約０.１ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

（対象者約109.7万人）
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政令市を含む全県



静岡県 コロナワクチン３回目接種状況 全年代(1/10～7/4)

（回）

本県の全年代の３回接種率
は7月4日時点で６３.７％
直近７日間で1日約2,700回
接種され、約０.３ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

P21

政令市を含む全県



静岡県 コロナワクチン５～11歳接種状況 (3/7～7/4)

（回）

直近７日間で１回目接種は、1日40回接種
され、１回目接種率は約０.１ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

（対象者約21.7万人）

P22

政令市を含む全県



・県の３回接種率は、５０歳以上は７８％以上、４０歳代６０％、３０歳代５１％となる。　　
１８～２０歳台も４０％台となり、１２～１７歳も３０％を超えた。

・県の３回接種率を全国と比べると、各年代すべてで全国より０.５～３.６ﾎﾟｲﾝﾄ高い。

県と国 コロナワクチン年代別接種率 （7/4時点） 

（VRS；ワクチン接種記録システムより）
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３回接種率
２回接種率

０.７９

０.９６
０.９５

緑数字は静岡県の

０.８８

０.７５

０.６６０.６２
０.５０

０.３９

政令市を含む全県



県と国 コロナワクチン年代別３回接種率 （3/31-7/4） 

P24

（２回接種率）

・県の５～１１歳の２回接種率は、全国平均より３ﾎﾟｲﾝﾄ高いが、直近1週間での増加は０.４ﾎﾟｲﾝﾄにとどまる。
・県の１２歳～３０歳代までの３回接種率は、全国平均より１.９～３.６ﾎﾟｲﾝﾄ高く、直近１週間で０.６～０.７ﾎﾟｲﾝﾄ

増加している。 政令市を含む全県



県と国 コロナワクチン年代別３回接種率 （3/31-7/4） 
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・県の４０歳代以上の３回接種率は全国より０.５～２.０ﾎﾟｲﾝﾄ高く、全年代では２.０ﾎﾟｲﾝﾄ高い。
・県の４０歳代以上の接種率は直近１週間で０.１～０.５ﾎﾟｲﾝﾄの増加にとどまり、全年代の増加も

０.３ﾎﾟｲﾝﾄと鈍化している。 政令市を含む全県



ノババックス ワクチン３回目接種後の副反応頻度(7/7時点) 

（順天堂大学コロナワクチン研究事務局のデータ　及び　静岡県新型コロナ対策推進課調べ　より）

・ファイザーやモデルナワクチンの２回接種後、静岡県の大規模接種会場で３回目にノババックスワクチンを接種
した方へ副反応の状況を調査させていただき、１３２人に回答をいただいた時点（7/7朝）で結果をまとめた。

・１３２人のうち２回目後の副反応に比べ、３回目のノババックス後の副反応の方がつらかった人は４人のみだった。

・ファイザーやモデルナの３回目接種後の副反応調査結果と比べて、ノババックス３回目は副反応が少なかった。
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静岡県 年代別 ３回目接種率と人口10万人あたり１週間感染者数 （7/1～7） 

P27

（人/週/人口10万） 政令市を含む全県

３回目接種率が高い
年代ほど、その年代
からの感染者の発
生数は少ない傾向。



ワクチン接種回数別 人口10万人あたり１週間感染者発生状況 （7/1～7） 
政令市を除く県所管地域

P28

（人/週/人口10万）

（435,612人）

575人

（11,262人） （339,610人）

588人

（1,405,514人）

773人

（人口2,191,998人）

1,954人

２回接種者の
感染者発生数
を１とすると

０.９２

０.７６

０.３２

３回接種により

感染者数は

６８％減

7月4日
時点人数

18人
7月1-7日
感染者数



小児ワクチン接種回数別 人口10万人あたり１週間感染者発生状況 （7/1～7） 
政令市を除く県所管地域
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（人/週/人口10万）

（99,905人）

253人
7月1-7日
感染者数

（2,885人）

2人

（26,241人）

25人

（5-11歳人口129,031人）

280人

未接種者の
感染者発生数
を１とすると

１.２７
０.３８

２回接種により

感染者数は

６２％減

6月19日
時点人数



静岡県 年代別感染者の中等症以上発生率等(4/1～6/30)
•全体での中等症以上の発生率は約０.７％、中等症Ⅱ約０.４％、重症０.０１％

•７０歳以上の感染者の約８.３％は中等症以上、約４.７％は中等症Ⅱ以上

感染
者数 4,677人 2,520人 3,227人 57,596人8,625人9,727人9,172人9,172人10,506人

人数（重症,中等症Ⅱ,中等症Ⅰ）
（1,6,7） （0,0,3） （0,1,5） （0,3,5） （1,10,18）（0,13,16）（2,15,25）

（3,153,112）

（7,201,191）
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0.13% 0.03% 0.07% 0.08% 0.34% 0.62% 1.67% 8.30% 0.69%
感染者のうち中等症以上になる％

政令市を含む全県



静岡県 重症度別感染者の年代分布(4/1～6/30)
・重症者は７人のみで、７０歳代以上３人と６０歳代２人、４０歳代・１０歳未満各１人
・中等症者の約７０％、中等症Ⅱの約８０％、入院者の約５０％が７０歳以上

人数 191人201人392人7人
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政令市を含む全県 1,129人



静岡県 年代別感染者の入院率(4/1～6/30)
•全年齢の感染者での入院率は２.０％で、そのうち約３分の２は軽症での入院。

•年代別の入院率では、１０歳代が最も低く０.４％、７０歳以上が最も高く１６.３％。

感染
者数 4,677人 2,520人 3,227人 57,596人8,625人9,727人9,172人9,172人10,506人

P32

政令市を含む全県

87人
73人
(84%)

33人
30人
(91%)

78人
72人
(92%)

94人
86人
(91%)

92人
63人
(68%)

92人
63人
(68%)

126人
84人
(67%)

527人
259人
(49%)

1,129人
730人
(65%)

入院者数
うち軽症者数

（％）



静岡県 デルタ株とオミクロン株の療養状況別人数（1日平均）
•デルタ株主体の昨年後半に比べオミクロン株主体の今年前半は、1日平均療養者数は８.５倍。

•オミクロン株は、感染力、弱毒化、ワクチン普及により、デルタ株とは全く別の感染症となった。
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政令市を含む全県

1日平均　計832人

1日平均　計7,086人

(73.8%)

(0.8%)

(13.9%)

(11.4%)

(3.0%)

(2.5%)

(1.1%)

(93.4%)

デルタ株流行期

ｵﾐｸﾛﾝ株流行期



静岡県 オミクロン株の療養状況別人数（1日平均）
•今年１～６月のオミクロン株流行期間中において、自宅療養者は2,000～13,000人、
施設療養者は10～350人、入院患者は30～600人、宿泊療養者は60～400人で推移。

P34

政令市を含む全県

※４
※１

※２

※３

※１　2022年１～６月の平均値
※２　2022年１,２月の各最多日を含む7日間の平均値
※３　2022年６月の各最少日を含む7日間の平均値
※４　受入医療機関以外の病院の入院者を含む



静岡県 新型コロナ第３波～第７波の死亡者数(～6/30)

（人） （人/日）

（％）

2020.11.16～2021.2.15 2021.4.1～6.30 2021.7.1～9.30 2022.1.1～3.31

感染者数　3,975人 3,603人 17,289人 94,945人
（92日間） （92日間） （90日間）（91日間）

％

％

％
％

人/日

人/日
人/日

人/日

人

人

人

人

P35
（91日間）

2022.4.1～6.30時点

57,596人

従来株主体 アルファ株主体 デルタ株主体 オミクロンBA.1株主体 オミクロンBA.2株主体

％

人

人/日

政令市を含む全県



静岡県 新型コロナ第７波の死亡者の年齢分布(4/1～6/30)

•３人を除き６０歳以上

•７０歳以上が約９０％

•８０歳以上が約６０％

計45人

P36

政令市を含む全県



静岡県 新型コロナ第７波の死亡者の基礎疾患  (4/1～6/30)

•高血圧・心血管疾患が最多で６割

•２番目に多いのは、糖尿病で約４割

•次いで、悪性腫瘍、慢性腎臓病の順

P37

（27人）

計４５人

政令市を含む全県、複数回答

（17人）

（9人）

（8人）

（3人）

（2人）

（1人）

（7人）



静岡県 新型コロナ第７波の死亡者の死因  (4/1～6/30)
県が把握した方、政令市を含む

•死亡者の約６割は、新型コロナウイルス
感染症が主たる死因。

•死亡者の少なくとも３分の１は、新型コロ
ナウイルス感染症が主たる死因ではない。

P38

計39人



静岡市両替町の人流の状況 （7/10時点） 

まん延防止

P39

静岡市両替町の21時の人流は、まん延防止
等重点措置の解除後、速やかに１月上旬レ
ベルに戻ったが、４月上旬以降少し下降し、
大型連休に入り正月並みに再上昇後、大きく
急下降したが、５月後半以降ゆるやかに上昇
を続け、大型連休中並。７月に入り低下。



全国季節性インフルエンザと静岡県新型コロナ株ごとの比較（6/30時点） 

指標（率）
季節性※１

インフルエンザ

新型コロナ

オミクロン株※２

新型コロナ
デルタ株※３

新型コロナ
アルファ株※４

新型コロナ
従来株※５

死亡 ０.０９％
（27,679人/31,665,539人）

０.０８％
（45人/57,596人）

０.３２％
（55人/17,289人）

０.８９％
（32人/3,603人）

２.２１％
（88人/3,975人）

重症
（ICU/人工呼吸器）

０.０８％
（24,805人/31,665,539人）

０.０１％
（7人/57,596人）

０.６３％
（73人/11,624人）

１.４５％
（28人/1,930人）

１.４７％
（28人/1,909人）

中等症
（酸素投与以上）

０.５１％
（162,471人/31,665,539人）

０.３５％
（201人/57,596人）

No Data No Data No Data

入院 １.６２％
（51,2165人/31,665,539人）

１.９６％
（1,129人/57,596人）

１３.８０％
（2,386人/17,289人）

２５.６７％
（925人/3,603人）

３５.２５％
（1,401人/3,975人）

※１；「2022年3月2日第74回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード　資料3-10」より　観察期間は、2017年9月～2020年8月
※２；静岡県健康福祉部感染症対策局調べ　観察期間は、全ての指標で2022年4月1日～6月30日
※３；静岡県健康福祉部感染症対策局調べ　観察期間は、死亡と入院が2021年7月1日～9月30日、重症が2021年8月
※４；静岡県健康福祉部感染症対策局調べ　観察期間は、死亡と入院が2021年4月1日～6月30日、重症が2021年5月
※５；静岡県健康福祉部医療局疾病対策課調べ　観察期間は、死亡と入院が2020年11月16日～2021年2月15日、重症が2021年1月
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南半球　オーストラリアの季節性インフルエンザの流行状況（7/3時点） 
《”Australian Influenza Surveiｌlance Report No.07, 2022”のKey Messages》

P41

活動性

• 今年のコミュニティでのインフルエンザ様疾患（ILI）の活動は、2022年 。

• 2022年のこれまでに、オーストラリア届出疾患サーベイランスシステム（NNDSS）に187,431件が
届出されており、そのうち36,719件の届出は6月20日から7月3日の2週間に診断された。

• 2022年4月中旬から、オーストラリアで報告された検査で確認されたインフルエンザの週ごとの
届出数は、5年間の平均を超えている。

重症度

• 今年初め以来、検査で確認されたインフルエンザ187,431件の届出のうち、　　　　　　　　　　　　
113件のインフルエンザ関連の死亡が届出された。

• 2022年4月の季節的サーベイランスの開始以来、インフルエンザによる入院は　　　　　　　　　監
視病院全体で1,323件報告されており、そのうち6.5％がICUに直接入院した。

影響 • 現時点では、2022年インフルエンザシーズンが社会に与える潜在的な影響の兆候はない。

リスク集団 • 2022年の現在までは、5〜9歳、5歳未満そして10～19歳が最も高い届出率を示している。

ウイルス学

• 現在までに、NNDSSに報告された検査で確認されたインフルエンザの届出の82.8％がインフル
エンザAであり、そのうち94.6％がインフルエンザA（サブタイプ検査なし）、0.8％がインフルエン
ザA（H1N1）、4.6％がインフルエンザA（H3N2）。 インフルエンザBは届出の0.1％を占め、0.1％
未満はAとBの重複感染であり、17.2％は型が分類されていない。

ワクチンと
の一致と
有効性

• これまでにWHO協力センターに照会された1,195検体のうち、インフルエンザA（H1N1）の99.0％、
インフルエンザA（H3N2）の96.0％、およびインフルエンザB/ビクトリアは、対応するワクチン成分
と抗原的に類似の特徴があった。

• 今シーズンのワクチンの適合性と有効性を評価するには時期尚早である。 P41



南半球　オーストラリアの季節性インフルエンザの流行状況（7/3時点） 
《週ごとに検査で確認された届出件数（2017～2022年）》

• 2022年は、6月19日までに
187,431件の季節性インフ
ルエンザが届出られてい
るが、そのうち6月6日から
の直近２週間の届出は
36,719件。

• ４月中旬以降、届出件数
は、最近５年間の平均値
を超えている。

P42（Australian Influenza Surveiｌlance Report No.07, 2022より）



南半球　オーストラリアの季節性インフルエンザの流行状況（7/3時点） 
《年齢階級別・サブタイプ別　人口10万人あたりの検査で確認された届出数（2022年1月1日～7月3日）》
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• A型がほとんどで、サブタイプまで調べて
いるものではA(H3N2)が多い。

• 年齢階級では、5-9歳＞5歳未満＞10-
14歳＞15-19歳＞20-24歳の順に多い。

• グラフにはないが、入院患者の年齢分
布は、15歳以下の小児が58.2％、16～
64歳が23.4％、65歳以上が18.4％.。

（Australian Influenza Surveillance Report No.07, 2022　より）



日本の季節性インフルエンザの流行状況（7/3 第26週時点） 

P44

《週ごとの全国定点医療機関からの届出件数（2017～2022年）》

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（週数）

（厚生労働省　感染症発生動向調査　より）

• 2017-18シーズン、2018-19シーズンは大
きな流行があった。

• 2019-20シーズンは、2020年１月からコロ
ナの感染対策が始まったため、インフル
エンザの流行は拡大せず漸減した。

• 2020-21シーズンと、現時点までの2021-
22シーズンは、流行が認められない。

（件数）



日本の季節性インフルエンザの流行状況（6/26時点）　【１,０００倍拡大】 
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《週ごとの全国定点医療機関からの届出件数（2017～2022年）》

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（週数）

（厚生労働省　感染症発生動向調査　より）

• 千倍に拡大して観察すると、
2020-21シーズンは12月末
に、2021-22シーズンは１月
中旬にピークがあった。

• 直近1週間は12人で、うち愛
知県が５人

（件数）



ノババックスワクチン接種状況

本 県 の
活 用 方 針

• 副反応を理由に接種を控える若年層向けの３回目接種に活用
• 少なくとも１か所以上のノババックス接種会場を設置するよう各市町へ要請

取 組 及 び
接 種 状 況

• 本県では、全国5位となる2,953人が接種（全国では3.9万人が接種）※7月5日時点
• 本県大規模接種会場（沼津市、静岡市、袋井市）でも、8月末まで接種実施
• 知事による接種の呼びかけや、副反応発生状況（本県調査）の周知を継続

１回目, 

365, 12%

２回目, 
37, 1%

３回目, 

2,551, 

87%

静岡県ノババックス接種状況

（接種者数）

静岡県計 2,953回
うち
県 会 場 　733回
市町会場 2,220回

ノババックスワクチン接種回数 全国順位（7月5日時点）

接種回数

計 1回目 2回目 3回目

1 東京都 8,043 1,795 981 5,267 

2 大阪府 6,729 618 285 5,826 

3 神奈川県 4,298 863 531 2,904 

4 埼玉県 3,667 682 348 2,637 

5 静岡県 2,953 365 37 2,551 

6 福井県 1,365 101 20 1,244 

7 千葉県 1,171 347 69 755 

8 兵庫県 1,154 332 112 710 

9 長野県 774 254 37 483 

10 茨城県 665 263 141 261 

39,192 7,820 3,319 28,053 全国計

全国
順位

都道府県
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